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ここに小さな扉がありますね。（画用紙で作った扉を使用） いったい誰のお家の扉でしょう！？先

生のお家でしょうか、皆のお家でしょうか？実はこれは、皆が持っている扉なのです。見たことがない

って言うお友だちもいるけれど、先生も持っているし、幼稚園中の子どもたち全員が持っているものな

のです。いったいどこにあるのでしょうね！？皆思い出してみてください！やっぱり見たことがないです

か？では、先生が教えてあげます。この扉は、皆の心の中にいつもある扉なのよ。心の中だから見え

ない所にあるのだけれど、いつも心の中にしまわれてあります。 

この扉をトントンってたたく人が一人いらっしゃいます。その方は、イエス様というお名前です。イエス

様は、皆のことが大好きでいつも傍で見ていてくださるお方です。○○くんが困っている時も、○○ち

ゃんが良いことをした時もどんな時もイエス様は見ていてくださいます。扉と同じでイエス様も見えない

けれど、すぐそこにいらっしゃいます。イエス様のことを大好きになると、イエス様は扉をトントンってた

たいてくださいます。皆はイエス様のことが好きですか？「すきー！」 じゃあすぐにイエス様が来てくだ

さるから、扉をたたいてみましょう。トントンの後は、皆返事をしてくださいね。 

教師「トントン」、子どもたち「はーい！」 さあ、扉が開きました。何か入っていますね。これは、「ありが

とう」です。（ハートの形の紙に文字がかかれたもの） イエス様は、ありがとうの言葉が言えるようにあり

がとうの心をくださったのです。今、○○くんにも○○ちゃんの心の中にも入っていったわ。まだ扉の中

に入っているみたいですね。教師「トントン」子どもたち「はーい！」 次に出てきたのは、「ごめんなさ

い」です。皆は時々、すぐにごめんなさいって言えない時があるでしょう。お友だちとけんかをしてしまっ

た時・・どうですか？そういう時に「イエス様―」って声を掛けてみましょう。そうすればすぐに扉をたた

いてくださいます。すると「ごめんなさい」の力を与えてくださいます。さあ、「ごめんなさい」も今皆の心

の中に入っていきましたよ。まだまだ扉の中には何か入っているみたいです。教師「トントン」 子どもた

ち「はーい！」 今度は、「しんせつ」の心が入っていました。お友だちが困っている時に、助けてあげら

れる心です。さあこの心も今、ひよこ組皆の心の中に入っていったわ。なんだか心の中が元気になっ

てきたのではありませんか！？でも、イエス様のことなんか知らない、いつも自分のことばかりになって

いるとイエス様は見ているだけなのよ。見ながら、待っていてくださっています。皆が声を掛けてくれる

のを！今みたいに「はーい」って答えられる人になりましょうね。そして、どんな時もイエス様のことを忘

れずに、今いただいた「ありがとう」「ごめんなさい」「しんせつ」の心を大切にしていきましょう。 
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